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4. 3 1 S = M P = 1 Aモデル




































































































































表 1 失業率の推移(出所:マンキュー (1996)) 
年 失業率 自然失業率 U - UN  
1982 9.5% 6.0% 3.5% 
1983 9.5 6.0 3.5 
1984 7.4 6.0 1.4 









































時間非整合性のもたらした第 2の重要な結論は，中央銀行の狼立性 Centaral-bankIndependence 
に関するものである。
Rogoff (1985)は，現実的には，政府にルール的政策運営を期待することは困難と主張している。
5)時間非整合性を最初に指繍したのは Kydlandand Prescott (1977)であり、それをゲーム理論を使って発展させ、信銀性の概










Alesina and Summers (1993) らは，中央銀行の独立性が高い国ほどマクロ経済のパフォーマンス



















6) 日本銀行では C問 dibilityに対して「信認」という訳語を宛てている。
7)前アメリカ連邦準備制度理事会(FED)政策委員であった Blinder(1997)は、 FEDはGDPを自然率水準以上に誘導しようと
は考えずに政策を実施していると述べている。 McCaJIuffi(1997)を始めとして Blinderの主張を支持する学者も多い。






























































































































































































従来の IS=LMモデルや総需要・総供給モデルと最も異なるのは， I Sニ LMモデルのLM曲
線が中央銀行の金融政策ルール MonetぽYPolicy ruleを表す iMP曲線」に置き換えられている点
である。これについては，次項で詳しく述べることにする。
13)従来のモデルでは、インフレ総供給曲線あるいは期待で修正されたフィリップス曲線に対応する。
14)具体的な導出過程については、 Rotembergand Wood自ood(1997)や McCaIlumand Nelson (1997)を参照のこと。













































対して， MP曲線は中央銀行の行動式を表すという点である。均衡式 M/P=L (i， Y) よ






































線J. 略して r1 A線」である。図 3にはAD線と
IA線を組み合わせて描いているが. 1 A線は横








従って. AD線と IA線が交差している図 3のA





πtπ[-1  +δ(y-y) 
に従っている。
















図4 MP2 r a 図 5
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I S二 MP=IAモデルを使うと，ト2で述べた信頼性と政策効果の関係を，フィリップス曲線
を使った図 1の説明よりも直感的に示すことができる。信頼されている中央銀行のアナウンスメン
トは即時に IA曲線を下方にシフトさせるから，図5で EOLRからAを経てE 1 LRへの経路は信
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